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の
会
員
に
も
な
る
と
い
う
規
約
で
し
た
。
任
意
団
体
・
現
代

俳
句
協
会
の
解
散
の
際
に
、
そ
の
全
て
の
在
籍
会
員
は
、
一

般
社
団
法
人
現
代
俳
句
協
会
の
会
員
（
法
律
上
は
「
社
員
」

と
呼
び
ま
す
。）
と
な
り
、
併
せ
て
各
地
区
の
会
員
と
し
て

も
継
続
す
る
形
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
法
人
化
以

降
は
、
新
規
の
社
団
法
人
入
会
者
は
、
必
ず
し
も
地
区
会
員

と
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
ば
、
社
団
法
人
と
各

地
区
の
協
会
と
は
、
全
く
別
個
の
団
体
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。
従
い
ま
し
て
、
今
後
の

新
規
の
入
会
者
に
は
、
い
ち
い
ち
、
お
住
ま
い
の
地
区
協
会

の
会
員
に
も
な
る
か
否
か
の
確
認
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
会
員
個
人
が
、そ
の
選
択
権
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
各
地
区
に
於
い
て
は
、
社
団
法
人
の
会
員
以
外
に
、

独
自
の
地
区
会
員
と
い
う
資
格
を
与
え
て
、
地
区
固
有
の
活

動
に
参
加
出
来
る
独
自
の
会
員
資
格
者
を
募
集
す
る
事
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、地
区
独
自
会
員
の
方
々

も
、
是
非
、
社
団
法
人
の
正
会
員
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
、
各

地
区
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
方
々
に
お
薦
め
願
い
ま
す
。

②　

社
団
法
人
規
約
と
地
区
協
会
の
規
約

　

か
つ
て
は
、
大
枠
で
協
会
の
組
織
全
体
を
規
定
す
る
規
約

が
あ
り
、
個
々
の
地
区
協
会
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
協
会
規

約
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
一
例
と
し
て
、
地
区
の
会
長
や

事
務
局
長
の
就
任
に
つ
い
て
は
、協
会
本
部
の
規
約
の
中
で
、

年
齢
制
限
を
謳
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
の
よ
う
な

制
限
は
一
切
無
く
な
り
ま
し
た
。
地
区
独
自
の
判
断
と
決
議

方
法
に
よ
っ
て
、
当
該
地
区
の
規
約
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

③　

地
区
活
動
へ
の
助
成

　

端
的
に
云
え
ば
、
各
地
区
協
会
は
、
社
団
法
人
と
は
友
好

的
に
提
携
を
し
て
い
た
だ
く
団
体
で
あ
り
、
そ
の
為
の
契
約

を
、
全
て
の
地
区
協
会
と
締
結
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
従
い
ま
し
て
、
従
来
の
「
地
区
助
成
金
」
は
、
原
則
的

に
は
存
続
し
て
行
き
ま
す
が
、
嘗
て
の
よ
う
に
、
協
会
本
部

か
ら
一
方
的
に
助
成
金
を
差
し
出
す
こ
と
は
、
今
後
は
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。
形
式
的
に
は
、
先
ず
地
区
協
会
側
か
ら

一
定
の
原
則
に
基
づ
き
助
成
金
を
申
請
し
、
そ
れ
を
受
け
た

社
団
法
人
側
で
は
、
前
記
の
契
約
に
基
づ
き
支
払
い
を
実
行

す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
執
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為

に
も
地
区
に
は
是
非
共
、
正
確
で
信
頼
性
の
高
い
地
区
会
員

名
簿
（
社
団
法
人
会
員
○
○
名
、地
区
独
自
の
会
員
○
○
名
）

を
備
置
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④　

共
通
の
目
的
た
る
〝
現
代
俳
句
の
振
興
〟

　

こ
の
点
は
、
法
人
化
前
で
も
後
で
も
、
全
く
不
変
で
す
。

社
団
法
人
と
各
地
区
協
会
は
、
共
に
手
を
携
え
て
、
こ
の
目

的
の
為
に
注
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
地
区

協
会
の
繁
栄
が
、
す
な
わ
ち
社
団
法
人
の
未
来
に
繋
が
り
ま

す
。
七
十
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
現
代
俳
句
協
会
に
は
、

「
俳
句
自
由
」
と
い
う
壮
大
な
モ
ッ
ト
ー
が
あ
り
ま
す
。
会

員
個
々
が
、
互
い
の
俳
句
を
尊
重
し
自
由
闊
達
な
俳
句
活
動

を
継
続
し
て
行
く
こ
と
が
、
日
々
の
活
動
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上　

 

社
団
法
人
化
で
変
わ
る
も
の

　
　
　
　
　
変
わ
ら
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
元
事
務
局
長　

水
野
二
三
夫

　

本
年
度
よ
り
、
現
代
俳
句
協
会
は
、
任
意
団
体
か
ら
一
般

社
団
法
人
へ
と
衣
替
え
を
し
ま
し
た
。
要
は
、
法
人
格
を
有

す
る
世
間
並
み
の
協
会
団
体
に
な
っ
た
、と
い
う
こ
と
で
す
。

法
人
化
の
大
き
な
目
的
は
、
協
会
の
資
産
保
全
と
社
会
的
信

用
の
担
保
及
び
組
織
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
す
。

　

手
続
的
に
は
、
任
意
団
体
が
解
散
決
議
を
し
て
、
そ
の
全

て
の
財
産
、
会
員
及
び
権
利
・
義
務
を
、
新
た
に
設
立
さ
れ

た
社
団
法
人
に
継
承
さ
れ
た
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
任
意
団

体
で
あ
っ
た
協
会
時
代
の
規
約
な
ど
は
、廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
の
状
態
は
、
任
意
団
体
の
結
合
体
で
あ
り
、
協
会
本

部
の
規
約
は
、
一
体
的
な
組
織
運
営
と
共
通
の
会
員
資
格
が

前
提
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。（
資
金
的
に
は
、
個
々
独
立
で

し
た
。）

　

そ
れ
で
は
、
何
が
変
わ
り
、
何
が
変
わ
ら
な
い
の
か
を
、

簡
単
に
見
て
み
ま
す
。

①　

会
員
の
資
格

　

か
つ
て
は
、
本
部
協
会
員
に
な
る
と
自
動
的
に
在
住
地
区
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令
和
五
年
度
　

定
期
総
会

　

総
会
に
先
立
ち
令
和
四
年
度
の
新
会
員
三
名
、
五
年

度
新
会
員
一
名
の
紹
介
、
髙
橋
つ
ら
ら
、
四
宮
和
美
両

氏
の
挨
拶
が
あ
り
歓
迎
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

佐
野
由
魚
副
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
次
の
議
題
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

一
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告

　
　
　

前
田
宏
事
務
局
長
よ
り
活
動
内
容
の
報
告

　
　

令
和
四
年
度
会
計
報
告

　
　
　

薄
和
子
会
計
担
当
よ
り
収
支
決
算
の
報
告
及

び
、
黒
瀬
紘
子
会
計
監
査
担
当
よ
り
監
査
報
告

二
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画

　
　
　

前
田
宏
事
務
局
長
よ
り
計
画
案
の
提
示

　

①
定
期
総
会
と
持
寄
り
句
会

　
　

四
月
三
十
日　

岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

②
お
か
や
ま
現
代
俳
句
句
会
の
新
規
開
催

　
　

第
一
回　
六
月
十
一
日　

岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

③
第
二
十
八
回
岡
山
県
現
代
俳
句
大
会

　
　

十
月
二
十
二
日　

岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

④
第
二
十
四
回
吟
行
会

　
　

十
一
月
十
九
日　

衆
楽
園
（
津
山
市
）

　

⑤
会
報
発
行

　
　

・
五
十
四
号　

令
和
五
年
八
月

　
　

・
五
十
五
号　

令
和
六
年
三
月

　
　

編
集
担
当
よ
り
発
行
予
定
と
協
力
の
要
請

　

⑥
役
員
会　

随
時

三
、
令
和
五
年
度
会
計
予
算

　
　
　

薄
和
子
会
計
担
当
よ
り
予
算
案
の
提
示

四
、
役
員
改
選

　
　

  

岸
本
順
子
幹
事
の
退
任
に
伴
い
新
役
員
に
花
房

　
　
　

典
子
、
保
田
紺
屋
氏
を
選
任
、
承
認
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
役
員
体
制
は
別
掲
）

以
上
の
議
題
に
つ
い
て
議
事
は
円
滑
に
進
行
、
す
べ
て

の
承
認
を
得
た
。

　

連
絡
事
項
と
し
て
、
第
六
十
回
現
代
俳
句
全
国
大
会

へ
の
投
句
と
参
加
の
要
請
、
現
代
俳
句
年
鑑
へ
の
投
句

の
要
請
、
新
会
員
の
推
薦
の
依
頼
が
あ
り
総
会
は
終
了

し
た
。

◇
定
期
総
会
に
つ
づ
き
午
後
よ
り
持
寄
り
句
会
を
開

催
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
有
意
義
な
交
流
と

研
鑽
を
深
め
た
。　
　
　
　
　
　

（
前
田　

宏 

記
）

　

令
和
五
年
四
月
三
十
日
（
日
）
十
時
よ
り　

岡
山
県

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
出
席
者
二
十
三
名
、
委

任
状
三
十
九
名
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
木
村
ゆ
き
こ
会
長
よ
り
「
今
年
か

ら
現
代
俳
句
協
会
本
部
の
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、

岡
山
県
と
し
て
積
極
的
に
活
動
を
し
て
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。

　
岡
山
県
会
員
の

　
　
　
　
会
員
登
録
に
つ
い
て

　

現
在
の
岡
山
県
現
代
俳
句
協
会
会
員
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
以
降
、
現
状
の
ま
ま
会
員
の
継
続
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
が
、
本
部
と
岡
山
地

区
と
は
別
組
織
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
会
員
の
住
所
、

連
絡
先
等
の
変
更
、
退
会
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
岡

山
県
現
代
俳
句
協
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
岡
山
県
現
代
俳
句
協
会　

事
務
局

　
〒
七
〇
〇-

〇
九
七
五　

岡
山
市
北
区
今
八-

二-

二
八-

三
〇
一　

西
田
方

　

前
田　

宏

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
八
六-

二
四
六-

〇
七
六
二

　

メ
ー
ル
：gendai@

haiku-okayam
a.com

　
（
一
般
社
団
法
人
現
代
俳
句
協
会
へ
の
変
更
が
あ
る
場
合
に
も

　
　
　
　
　
　
　

岡
山
の
事
務
局
よ
り
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）
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新
役
員
紹
介

◇
岡
山
県
現
代
俳
句
協
会

　
　

会　
　

長　
　

木　

村　

ゆ
き
こ

　
　

副 

会 

長　
　

秋　

岡　

宣　

子

　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

野　

由　

魚

　
　

事
務
局
長　
　

前　

田　
　
　

宏

　
　

事
務
局
次
長　

土　

屋　

鋭　

喜

　
　

会　
　

計　
　

薄　
　
　

和　

子

　
　

会
計
監
査　
　

加　

藤　

正　

枝

　
　
　
　
　
　
　
　

黒　

瀬　

琢　

葉

　
　

幹　
　

事　
　

小　

西　

瞬　

夏

　
　
　
　
　
　
　
　

橋　

本　

幹　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　

万　

波　

照　

世

　
　
　
　
　
　
　
　

花　

房　

典　

子

　
　
　
　
　
　
　
　

保　

田　

紺　

屋

　
　

顧　
　

問　
　

國　

定　

義　

明

　
　
　
　
　
　
　
　

花　

房　

八
重
子

　
　
　
　
　
　
　
　

天　

野　

光　

暉

　
　
　
　
　
　
　
　

永　

禮　

宣　

子

　
　

第
一
回
　
お
か
や
ま
現
俳
句
会
を
終
え
て

　

梅
の
実
が
色
付
き
は
じ
め
た
六
月
十
一
日
㈰
、
か

ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
、
岡
山
現
代
俳
句
協
会

主
催
の
第
一
回
の
句
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
総
会
の
後
の
句
会
や
秋
の
大
会
、
吟
行
会
な
ど

を
定
期
的
に
開
催
し
て
き
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
身

近
な
形
で
、
初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、

俳
句
に
つ
い
て
丁
寧
に
学
べ
る
句
会
を
、
と
い
う
声

の
中
で
の
開
催
で
し
た
。
岡
山
市
か
ら
の
参
加
だ
け

で
な
く
、
津
山
、
赤
磐
、
浅
口
な
ど
、
県
内
あ
ち
こ

ち
か
ら
計
十
九
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
現
代
俳

句
協
会
会
員
以
外
の
参
加
も
四
名
あ
り
、
新
し
い
方

と
句
座
を
と
も
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
番
の
テ
ー
マ
は
、
得
点
が
集
ま
っ
た
句

を
中
心
に
会
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
全
部
の
句
に

対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
学
び
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

で
し
た
。
そ
こ
で
、
一
人
二
句
の
出
句
に
つ
い
て
、

全
句
に
対
し
て
の
意
見
交
換
を
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
全

員
の
顔
が
見
え
る
よ
う
ロ
の
字
型
に
机
を
配
置
し
、

双
方
向
の
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
か
ら
は
「
勉
強
に
な
っ
た
」「
自
分
の

句
の
ど
こ
を
変
え
た
ら
い
い
の
か
の
ヒ
ン
ト
が
も
ら

え
た
」
な
ど
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
夏
雲
シ
ス
テ
ム
で
の
毎
月
の
ネ
ッ
ト
句
会

と
の
両
輪
と
し
て
、
三
か
月
ご
と
の
ペ
ー
ス
で
こ
の

句
会
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
現
代
俳
句
に
つ
い
て
と
こ
と
ん
語
り
合
え
る
場

を
岡
山
に
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会

員
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
の
方
、
こ
れ
か
ら
俳

句
を
や
っ
て
み
た
い
ご
友
人
な
ど
に
も
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
多
く
の
方
に
出
会
え
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
小
西
瞬
夏
）
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会
員
句
集
紹
介
　
　
　
　

　

句
集
　
坊
守
さ
ん
　
　
　
　
　
　
天
野
光
暉

・
令
和
五
年
七
月
二
十
日
発
行

・
発
行
所　

や
ま
び
こ
出
版

　

天
野
光
暉
氏
に
と
っ
て
平
成
28
年
以
来
の
第
三
句
集

　
　

新
樹
光
お
な
じ
柄
着
て
汝
や
我

　
　

青
虫
の
青
よ
り
も
濃
き
糞
こ
ぼ
す

　
　

苦
う
る
か
吾
が
目
の
前
に
師
の
健
司

 

第
３2
回
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
祈
念
俳
句
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岡
山
県
関
係
の
み
）

佳
作
賞

　

戦
わ
ぬ
強
さ
を
選
ぶ
葱
坊
主 

黒
瀬　

琢
葉

特
別
選
者
賞
　
植
垣
規
雄
賞

　
兵
器
ぞ
ろ
ぞ
ろ
土
筆
は
高
さ
競
ひ
合
ひ　

万
波　

照
世

第
41
回 

中
国
地
区
現
代
俳
句
大
会

入
賞
作
品
（
岡
山
県
関
係
の
み
）

毎
日
新
聞
社
賞

　

地
図
に
無
き
西
方
浄
土
夕
桜　
　
　
　

髙
村　

蔦
青

中
国
地
区
連
絡
協
議
会
賞

　

十
二
月
八
日
消
し
ゴ
ム
見
当
た
ら
ぬ　

黒
瀬　

琢
葉

秀
逸
賞

　

弓
持
て
と
信
長
の
声
冬
の
月　
　
　
　

畦
田　

恵
子

　
子
が
な
く
て
空
す
か
す
か
の
鯉
の
ぼ
り 

　
永
禮　

宣
子

　

会
長
の
広
島
県
現
代
俳
句
協
会
の
川
崎
益
太
郎
で

す
。大
会
開
催
に
当
た
り
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

令
和
二
年
に
、
島
根
県
か
ら
引
き
継
い
だ
広
島
県
担

当
の
第
38
回
大
会
が
、 
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
た

め
、 

集
合
し
て
の
大
会
を
中
止
し
、 

紙
上
大
会
と
し
て

開
催
さ
れ
、
続
く
鳥
取
県
担
当
の
令
和
三
年
の
第
39
回

の
大
会
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
関
係
で
、 
同
じ
く
紙
上
大

会
と
な
り
、
続
く
岡
山
県
担
当
の
第
40
回
大
会
も
、
コ

ロ
ナ
感
染
の
関
係
で
、
同
じ
く
紙
上
大
会
と
な
り
、
今

回
の
第
41
回
の
大
会
も
、
紙
上
大
会
と
な
り
四
年
続
け

て
の
紙
上
大
会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　

コ
ロ
ナ
は
、
徐
徐
に
終
息
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
が
、 

会
員
の
減
少
化
、 

高
齢
化
、
予
算
面
等
を

踏
ま
え
て
、 

今
後
の
大
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
伺
い
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　

現
俳
本
部
が
法
人
化
さ
れ
、 

各
県
俳
句
協
会
は
任
意

団
体
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
部
に
依
存
す

る
の
で
な
く
、
各
県
現
俳
の
在
り
方
、
お
互
い
の
結
束
、

意
思
疎
通
等
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
、
真
剣
に

考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。 

　

本
大
会
は
、
当
初
か
ら
紙
上
大
会
と
い
う
こ
と
で
、

ご
準
備
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
形
式
も
、
コ
ロ

ナ
終
局
後
の
大
会
の
在
り
方
と
し
て
、 

今
後
と
も
考
え

ら
れ
る
大
会
の
一
形
式
だ
と
思
い
ま
す
。 

　

書
面
だ
け
の
大
会
で
す
が
、 

皆
様
の
熱
意
に
よ
り
有

　
あ
い
さ
つ

会
　
長
　
川
崎
益
太
郎
　

意
義
な
大
会
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ

を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

柏
瀬
眞
理
子
／
夕
月
夜　
　

■ 

四
宮
和
美
／
つ
ぶ
や
き
の
路
離　
　

所
属
〔
綱
〕

向
日
葵
や
被
爆
電
車
の
走
る
町

夕
焼
や
別
れ
ま
で
あ
と
二
十
分

シ
ャ
ン
パ
ン
の
泡
立
ち
ゆ
た
か
天
の
川

新
涼
や
ハ
ー
ト
の
揺
る
る
ラ
テ
ア
ー
ト

夕
月
夜
机
上
に
匂
ふ
新
刊
書

蛇
い
で
て
八
幡
様
の
二
百
段

堤
防
に
腰
か
け
て
ゐ
る
日
永
か
な

風
化
し
て
読
め
ぬ
墓
石
や
百
千
鳥

天
守
へ
と
磴
ま
た
磴
や
花
吹
雲

つ
ぶ
や
き
の
と
ど
く
路
離
へ
と
春
日
傘

令
和
五
年
度
前
期

新
会
員
作
品
集

令
和
五
年
度
前
期
の
新
会
員
と
し

て
、
推
薦
し
、
承
認
を
得
た
。

こ
こ
に
作
品
を
特
集
し
て
紹
介
に

か
え
る
。
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私
の
感
銘
句
　
　
　
　
伊
藤　

曻
選

　
私
の
感
銘
句
　
　
　
　
片
岡　

陽
子
選

　
私
の
感
銘
句
　
　
　
　
清
中　

蒼
風
選

秋
澄
め
り
奥
の
宮
よ
り
人
の
こ
ゑ
　
　
花
房
　
典
子

　

抜
け
る
様
な
秋
天
が
広
が
っ
て
い
る
。
正
に
秋
澄
め

り
。
麓
の
本
宮
か
ら
山
頂
の
奥
宮
ま
で
参
拝
に
来
た
。

奥
宮
の
方
か
ら
は
先
着
の
人
達
の
賑
や
か
な
話
し
声
が

聞
こ
え
て
来
る
。
合
流
し
た
後
の
展
開
ま
で
も
想
像
し

た
く
な
る
よ
う
な
楽
し
い
句
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
予
約
完
了
葱
刻
む
　
　
　
藤
野
家
ひ
ろ

　

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予

約
を
済
ま
せ
て
、
一
先
ず
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

気
掛
り
だ
っ
た
事
が
一
つ
片
付
き
葱
を
刻
む
手
も
ど
こ

と
な
く
軽
や
か
だ
。
コ
ロ
ナ
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
大

過
な
く
終
息
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

彼
岸
会
や
父
母
と
似
た
顔
集
ひ
を
り
　
目
賀
　
紀
子

　

彼
岸
会
に
兄
弟
姉
妹
、
親
族
が
集
ま
っ
て
来
た
。
本

家
の
仏
間
に
は
ど
の
顔
も
父
と
母
に
よ
く
似
た
顔
が
集

ま
っ
た
。
血
縁
と
は
よ
く
云
っ
た
も
の
だ
。
昔
話
に
花

が
咲
き
な
ご
や
か
な
空
間
が
広
が
る
。
い
つ
果
て
る
と

も
な
く
話
が
つ
づ
く
。
酒
も
入
り
益
々
盛
り
上
が
っ
て

い
く
。

ま
だ
誰
も
触
れ
ぬ
産
毛
の
桃
白
し
　
　
藤
原
由
美
子

　

岡
山
県
は
「
フ
ル
ー
ツ
大
国
」
と
云
わ
れ
て
い
る
白

桃
は
「
形
」「
香
」「
味
覚
」
薄
く
黄
色
み
が
か
っ
た
こ

の
白
桃
は
、
他
県
に
は
類
を
み
な
い
作
り
手
の
作
品
と

も
云
え
る
果
実
な
の
で
す
。

　

触
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
傷
み
、
と
っ
て
も
「
デ
リ
ケ
ー

ト
」
な
の
が
特
徴
で
す
。
柔
ら
か
に
包
ま
れ
て
今
、
届

い
た
ば
か
り
の
「
白
桃
」
を
前
に
し
て
、
作
者
は
自
然

に
言
葉
に
な
っ
た
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

景
も
よ
く
見
え
ま
す
。
そ
し
て
「
香
り
」
さ
え
も
伝

わ
っ
て
く
る
様
で
す
。
そ
し
て
何
か
心
が
豊
か
に
幸
せ

さ
え
も
感
じ
る
。
私
も
実
感
と
し
て
も
、
共
鳴
さ
え
出

来
ま
し
た
。

野
仏
の
触
れ
ん
ば
か
り
の
赤
の
ま
ま
　
前
田
　
　
宏

　
「
赤
の
ま
ま
」
は
赤
ま
ん
ま
と
し
て
、
遠
い
昔
の
お

ま
ま
ご
と
で
し
た
。「
詩
心
」「
仏
心
」「
優
し
さ
と
強
さ
」

を
併
せ
持
つ
作
者
。「
赤
の
ま
ま
は
詩
ご
こ
ろ
」「
野
仏

は
仏
ご
こ
ろ
」
付
い
て
い
る
よ
う
で
つ
い
て
な
い
。
な

に
げ
な
い
日
常
に
自
然
に
目
を
向
け
優
し
く
寄
り
添
う

姿
勢
が
表
現
さ
れ
て
い
て
共
感
で
す
。
私
も
こ
う
あ
り

た
い
も
の
と
。

蝉
の
穴
過
ぎ
し
青
年
期
の
時
間
　
　
　
新
田
　
　
啓

　

蝉
の
寿
命
は
「
地
下
に
七
年
地
上
に
七
日
」
な
ど
と

も
言
わ
れ
る
が
、
人
間
の
生
命
は
母
の
胎
内
で
終
え
る

人
か
ら
百
寿
を
全
う
す
る
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

光
陰
矢
の
如
し
と
も
言
う
が
時
間
の
過
ぎ
る
早
さ
は
主

観
的
な
事
で
も
あ
り
、
早
く
感
じ
る
時
も
あ
れ
ば
遅
く

思
う
時
も
あ
る
。「
人
生
二
十
年
」
を
合
言
葉
に
青
年

期
を
謳
歌
す
る
事
も
な
く
戦
下
に
散
華
し
た
先
人
や
、

数
多
の
戦
没
者
の
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

こ
の
国
も
戦
下
の
国
も
春
の
月
　
　
　
万
波
　
照
世

　

月
は
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
き
の
異
な
る
顔
を
見

せ
て
く
れ
、
ま
た
見
る
人
の
そ
の
時
の
心
境
に
よ
っ
て

も
変
化
す
る
。
春
の
月
は
優
し
く
、
柔
ら
か
く
、
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
。
ま
た
幼
年
期
、
少
年

期
、
青
年
期
、
壮
年
期
、
老
年
期
な
ど
見
る
人
の
年
代

に
よ
っ
て
も
思
い
は
違
う
だ
ろ
う
。

　

戦
下
の
国
の
人
々
は
果
た
し
て
月
を
愛
で
る
心
の
余

裕
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
平
和
な
時
代
の
、
山
紫
水
明
の

美
し
い
国
の
今
を
生
き
て
い
る
幸
せ
を
し
み
じ
み
嚙
み

し
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

第5３号 諸家近詠　鑑賞
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池
上
栄
実
子

木
下
闇
マ
リ
ア
灯
籠
や
陣
屋
跡

棘
あ
れ
ど
心
の
も
ゆ
る
夏
あ
ざ
み

葉
柳
の
川
は
昔
の
栄
し
跡

父
母
と
畦
で
結
び
ほ
お
ば
る
梅
雨
晴
間

紫
陽
花
を
植
ゑ
て
華
や
ぐ
嫁
の
庭

伊
藤
　
　
曻

田
の
面
百
町
一
斉
に
蓮
浮
葉

朝
影
に
解
く
蓮
の
莟
か
な

抜
き
ん
出
て
明
日
咲
く
蓮
の
莟
か
な

咲
き
満
ち
て
黄
泉
を
照
ら
せ
る
蓮
か
な

葩
は
葉
に
お
く
風
の
蓮
か
な

稲
田
マ
ス
ミ

初
夏
の
風
四
軒
建
つ
と
い
う
更
地

日
参
の
地
蔵
に
先
客
雨
蛙

六
月
や
お
ぼ
え
た
「
線
状
降
水
帯
」

あ
り
っ
た
け
摘
ん
で
七
つ
の
庭
苺

ポ
イ
ン
ト
五
倍
買
い
だ
め
を
す
る
蚊
遣
香

岩
田
　
志
乃

春
コ
ー
ト
ひ
ら
り
と
旅
へ
始
発
待
つ

綿
菓
子
の
こ
ろ
が
る
や
う
に
春
の
雲

走
り
根
を
通
る
べ
か
ら
ず
松
の
芯

植
替
へ
し
薔
薇
に
力
の
満
ち
し
か
な

文
字
深
く
刻
ま
れ
し
碑
や
青
時
雨

右
手
　
采
遊

人
の
世
を
涸
ら
さ
ぬ
た
め
や
夏
椿

花
ミ
モ
ザ
世
界
に
ひ
ら
く
あ
し
た
か
な

病
む
人
に
叱
ら
れ
た
日
の
蝉
し
ぐ
れ

鈴
が
鳴
る
猫
さ
り
げ
な
く
月
の
客

一
隅
に
わ
だ
つ
み
の
像
さ
み
だ
る
る畦

田
　
恵
子

春
の
虹
時
の
抜
け
穴
見
つ
か
り
さ
う

し
た
き
こ
と
せ
よ
と
講
演
五
月
晴

浮
か
び
出
る
ビ
ル
マ
と
ふ
文
字
墓
洗
ふ

弓
持
て
と
信
長
の
声
冬
の
月

恙
無
く
わ
ら
ひ
の
揃
ふ
節
料
理

小
川
　
房
子

孫
と
い
ふ
背
高
少
年
進
学
す

兄
弟
姉
み
ー
ん
な
逝
け
り
春
寒
し

兄
の
葬
小
さ
き
姫
に
も
逢
ふ
五
月

あ
ら
ぐ
さ
と
た
た
か
ひ
を
り
ぬ
小
さ
き
庭

針
持
た
ぬ
は
女お

な
ご子
に
非
ず
と
亡
母
秋
夜片

岡
　
陽
子

柿
若
葉
あ
の
日
の
こ
と
は
時
効
で
す

海
の
日
の
な
か
な
か
暮
れ
ぬ
西
の
空

満
緑
や
人
や
す
や
す
と
消
さ
れ
も
し

な
め
く
じ
り
利
休
鼠
の
雲
の
出
て

悔
し
さ
の
怒
り
と
も
な
り
蝉
時
雨

加
藤
　
正
枝

花
冷
え
の
チ
ャ
ペ
ル
の
木
椅
子
杏
子
逝
く

街
薄
暑
緩
み
が
ち
な
る
靴
の
紐

蝶
ふ
わ
り
折
れ
た
あ
ば
ら
の
疼
き
出
す

ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
瀬
戸
の
小
島
と
青
い
空

セ
・
シ
・
ボ
ン
肩
ひ
も
細
き
サ
ン
ド
レ
ス

岸
本
　
順
子

浜
昼
顔
踝
あ
た
り
こ
そ
ば
ゆ
き

だ
ま
し
絵
の
影
に
こ
ゑ
あ
り
薄
も
み
ぢ

フ
ル
ー
ト
の
少
年
ひ
と
り
秋
澄
め
り

秋
な
す
び
指
に
馴
染
む
や
濃
紫

夕
か
な
か
な
百
年
松
に
風
わ
た
る

木
村
ゆ
き
こ

無
言
館
囲
む
ひ
ま
わ
り
焦
げ
て
い
る

瀬
戸
の
島
あ
ま
ね
く
照
ら
す
盆
の
月

再
会
の
ド
ラ
イ
マ
テ
ィ
ー
ニ
夜
の
秋

秋
海
棠
残
り
時
間
の
真
珠
色

こ
の
先
は
落
人
の
里
曼
珠
沙
華

清
中
　
蒼
風

薔
薇
真
紅
そ
こ
そ
こ
古
り
て
終
の
家

老
妻
と
猫
と
余
生
の
梅
雨
ご
も
り

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
最
後
に
着
し
は
い
つ
頃
ぞ

電
柱
の
次
は
い
づ
こ
へ
梅
雨
鴉

朝
顔
や
波
郷
こ
の
世
に
在
り
し
日
よ

諸 家 近 詠
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國
富
　
柿
方

草
い
き
れ
城
趾
に
の
こ
る
穴
太
積

林
間
に
灯
す
が
如
く
大
揚
羽

銀
漢
に
近
く
菷
を
立
て
て
を
り

秋
灯
下
古
寺
巡
礼
の
土
門
拳

ぶ
ど
う
剥
く
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
り
な
が
ら

國
富
　
節
子

ゆ
ら
ゆ
ら
と
か
づ
ら
橋
越
ゆ
鮎
料
理

熊
蝉
の
本
丸
跡
を
攻
め
て
お
り

青
空
に
未
来
図
あ
り
て
背
泳
ぎ
す

ど
こ
か
ら
か
琵
琶
の
音
も
れ
る
星
祭

秋
う
ら
ら
埴
輪
の
妊
婦
は
に
か
み
て倉

見
　
英
子

戦
争
の
重
き
記
憶
や
雲
の
峰

点
滴
の
針
痛
点
に
走
り
梅
雨

一
線
を
越
え
る
山
麓
大
雪
渓

バ
ン
ダ
ナ
や
意
欲
と
夏
を
道
連
れ
に

朝
顔
や
眠
り
を
揺
す
る
母
の
声

黒
瀬
　
琢
葉

傘
か
し
げ
紫
陽
花
に
じ
む
寺
の
径

断
捨
離
の
前
に
着
て
み
る
古
浴
衣

西
に
山
背
負
う
暮
し
や
夏
座
敷

お
帰
り
と
窓
開
け
て
お
く
盆
の
月

十
二
月
八
日
消
し
ゴ
ム
見
当
た
ら
ぬ

小
峠
　
幸
枝

寒
満
月
と
う
と
う
家
ま
で
つ
い
て
き
た

稜
線
の
け
ぶ
り
烏
城
の
春
の
昼

グ
ラ
ナ
ダ
へ
車
窓
一
日
の
麦
の
秋

降
ろ
さ
れ
て
深
き
吐
息
や
鯉
の
ぼ
り

子
の
皿
に
ゆ
う
る
り
ゆ
る
り
心
太

小
西
　
瞬
夏

夜
の
駅
舎
青
き
水
母
の
来
て
ゐ
た
り

俳
句
部
員
募
集
プ
ー
ル
の
底
の
青

空
蝉
を
嗅
ぐ
戦
争
が
か
さ
か
さ
と

蛍
籠
提
げ
て
姉
妹
の
仄
暗
し

香
水
を
つ
か
ひ
き
つ
た
る
體
か
な

小
松
原
陽
子

琴
の
音
に
時
は
ゆ
る
ゆ
る
大
名
蓮

六
月
の
豆
乳
プ
リ
ン
す
く
い
と
る

泥
付
き
の
玉
葱
提
げ
て
友
の
家

桜
蕊
降
る
約
束
の
ベ
ン
チ
に
も

ラ
ベ
ン
ダ
ー
会
え
な
い
と
知
る
誕
生
日佐

藤
　
千
恵

初
夢
の
頬
に
ふ
れ
た
か
獏
の
息

耳
打
ち
の
く
す
ぐ
っ
た
く
て
春
の
宵

白
鷺
と
田
の
あ
ん
ば
い
を
見
て
を
り
ぬ

身
ほ
と
り
の
次
第
に
淡
し
吾
亦
紅

鯛
焼
の
さ
め
き
っ
て
を
り
反
抗
期

佐
野
　
由
魚

溽
暑
か
な
イ
ス
に
座
れ
ば
ギ
イ
と
鳴
る

駆
除
さ
れ
し
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
美
し
き

戦
時
か
な
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
高
き
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ

句
会
あ
り
無
料
駐
車
場
驟
雨

何
と
な
く
法
の
支
配
や
滝
落
ち
る

第
31
回 

西
東
三
鬼
賞
募
集
案
内

賞
　

大
賞　

西
東
三
鬼
賞　

１
名　
賞
状
及
び
副
賞
50
万
円

　

秀
逸　
　
　
　
　
　
　
10
名　　
賞
状
及
び
副
賞
２
万
円

　

入
選　
　
　
　
　
　
　

30
名　

賞
状
及
び
記
念
品

　

選
考
委
員　

寺
井
谷
子　

久
保
純
夫　

黒
岩
徳
将

応
募
要
領

　

●
雑
詠
５
句
１
組
（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

　

●
原
稿
用
紙
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
に
作
品
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
俳
号
（
ふ
り
が
な
）・
職
業

（
ま
た
は
学
校
名
・
学
年
）・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
を
明
記

投
句
料

　

１
組
（
５
句
）
に
つ
き
２
０
０
０
円
（
定
額
小
為
替
）

　

※
何
組
で
も
応
募
可

締
切

　

令
和
５
年
10
月
31
日
（
火
）　

当
日
消
印
有
効

投
句
お
よ
び
問
合
せ
先

　

〒
７
０
８-

８
５
０
１

　

岡
山
県
津
山
市
山
北
５
２
０

　

西
東
三
鬼
賞
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
津
山
市
観
光
文
化
部　

文
化
課
内
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
８
６
８—

３
２—

２
１
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：０
８
６
８—

３
２—

２
１
５
４

諸 家 近 詠



№ 8

現
代
俳
句
岡
山
・
第
五
十
四
号

　
　
　
　
　

令
和
五
年
九
月
一
日
発
行

発
行
責
任
者　

木
村
ゆ
き
こ

発　

行　

所　

岡
山
県
現
代
俳
句
協
会

編　

集　

人　

前
田　
　

宏

事　

務　

局　
〠
七
〇
〇
―〇
九
七
五

　
　
　
　
　
　
岡
山
市
北
区
今
八
―二
―二
八
―三
〇
一　

前
田
宏
方

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
六
）
二
四
六
―〇
七
六
二

　
　
会
報
他
受
贈
深
謝

　
各
県
、
各
地
区
よ
り
会
報
、
句
集
等
、
贈
呈
い
た
だ

き
有
難
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
・
編
集
部
だ
よ
り
　
　

▽
会
報
五
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。お
か
や
ま
現
俳
句
会
、

秋
の
吟
行
会
の
案
内
も
同
封
い
た
し
ま
し
た
。
会
報
発
行

に
あ
た
り
皆
様
に
は
ご
多
用
中
に
も
拘
わ
ら
ず
、
快
く
原

稿
依
頼
に
ご
協
力
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
前
田　

宏
）

▽
令
和
五
年
度
ま
で
の
岡
山
県
現
代
俳
句
協
会
年
会
費
が
未

納
の
方
に
再
度
振
込
用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
（
薄　

和
子
）

第
二
十
四
回

吟
行
案
内
岡
山
県
現
代
俳
句
協
会

日　

時　

令
和
五
年
十
一
月
十
九
日
㈰

吟
行
地　

衆
楽
園
（
津
山
市
）

集　

合　

津
山
市
山
北
六
二
八

受　

付　

十
時
三
十
分
～

会　

費　

二
、五
〇
〇
円
（
弁
当
・
会
場
費
・
賞
品
代
）

申
込
先　
〒
七
〇
八
―
一
一
二
六　

津
山
市
押
入
九
六

　
　
　
　

保
田　

紺
屋

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
九
〇
―
三
三
五
八
―
七
二
七
四

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
八
―

二
一
―

一
二
九
〇

申
込
締
切
り　
十
一
月
九
日
㈭
必
着
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
可

第
二
十
八
回

俳
句
大
会
の
ご
案
内

日　
　

程　

令
和
五
年
十
月
二
十
二
日
㈰

時　
　

間　

午
前
十
一
時
～
午
後
三
時
三
十
分

会　
　

場　
岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー（
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
）

会　
　

費　

二
、〇
〇
〇
円

作
品
募
集　

所
定
の
用
紙
に
よ
る

締 

切 

り　

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日
㈮
必
着

送 

り 

先　
〒
七
〇
三
―
八
二
七
一

　
　
　
　
　

岡
山
市
中
区
円
山
四
四
―

一

　
　
　
　
　

薄　

和
子
方

　
　
　
　
　
「
俳
句
大
会
事
務
局
」

令和５年度 会計予算 令和４年度 会計報告書
自令和５年４月１日～至令和６年３月31日

収入の部 収入の部

支出の部

支出の部

自令和４年４月１日～至令和５年３月31日

項　目 金額 摘　要
前期繰越金 269,733
年　会　費 65,000
助　成　金 130,000

合　計 464,733

項　目 金額 摘　要
前期繰越金 244,936
年　会　費 69,000
助　成　金 133,000
育　成　金 10,000 新会員
総 会 会 費 21,000 21名出席
雑　収　入 71,606

合　計 549,542

項　目 金額 摘　要
会 報 発 行 費 125,000
会　 議　 費 35,000
通　 信　 費 40,000
印刷消耗品費 20,000
負 　担 　金 26,000
予 　備 　費 218,733

合　計 464,733

項　目 金額 摘　要
会 報 発 行 費 124,300 会報52・53号
会　 議　 費 34,864 役員会
通　 信　 費 49,355 切手・はがき・送料
印刷消耗品費 27,046 コピー代宛名シール
負　 担　 金 26,600
総　 会　 費 7,668
雑　　　　費 9,976 振込通知　手数料
次 期 繰 越 金 269,733

合　計 549,542

上記のとおり報告致します
令和５年４月７日

会計監査

事務局会計

お
か
や
ま
現
俳
句
会

　

日
程　

９
月
10
日
・
12
月
３
日
・３
月
10
日

　

時
間　

13
時
～

　

会
場　

岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
）


